
 市民の命とくらしを守るために必要な予算や条例には賛成し、そうでないも
のには理由を述べ、くらしや福祉に予算をまわすよう求め反対しました。

①７月から市でモデル実施する「こどもだれでも通園制度」を実施するための条例
制定に反対。市は現行の保育基準と同等としていますが、現状でも保育士の配置基
準が低く多忙な現場であり、賃金の低さもあり常に人手不足の状態。そこに短時
間、日替わりの子どもたちを預かるのは、様々なリスク、子どものストレスなど懸
念される。まずは保育士の配置基準と処遇改善が必要。

②千寿閣の温浴施設について、12歳未満の子どもの料金を値上げするもので、開
館以来初めて。公衆浴場料金改定にあわせるというが、市の運営施設であり反対。

②① ③ ④

予算・議案について
２０件の議案のうち
２件に反対。陳情４件にはすべて賛成。

討論全文

6月議会

まとめ

反対した理由

賛否がわかれた意見書・陳情（抜粋）

提案

理由

結果全体
はこちら

※○：賛成、×：反対、除：除斥、退：退席、欠：欠席、議長は採決に加わらないため、「／」と表示しています。
※会派の名称：公明党（公明党金沢市議員会）、日本共産党（日本共産党金沢市議員団）、さ（金沢さくら会）、一（一新会）、結（結び会）

提案

理由

反対

討論

反対

討論

討論

①

②

③

④

内容



　物価高騰の中、消費税は低所得者ほ
ど負担が重く、中間層も影響を受けて
いる。一方、大企業の法人税・富裕層
（所得１億以上など）の所得税は減税
され、消費税はその穴埋めに使われ
た。よって、社会保障の財源としての
説明は矛盾しており、消費税減税と大
企業の法人税、富裕層への応分の負担
が必要ではないか。

広田　消費税の負担が重い！

　法人税を減税しても、賃上げや設備
投資、下請け支援にはまわらず大企業
の内部留保は増加した。その一方で、
中小企業はきびしく労働者は実質賃金
もあがらない。大企業呼び込み型の政
策から、地方を支える中小企業と市民
重視のまちづくりへの転換を求める。

市長答弁　

　全世帯に恩恵がある水道料金

基本料金の引き下げを求める。

　エネルギー支援を国が行っている中、
市では低所得者等に限定的に支援してい
る。全市民対象の施策は財政的に困難。

広田　生活支援を！

市長答弁　　

　消費税の負担感が高まっていること
は理解するが、財源として社会保障制
度維持に不可欠。
税体系全体は国が総合的に構築すべき。

広田　中小企業支援を！　

　電気料金支援や資金繰り支援、中小
企業振興条例の制定を進めている。一
方で民間開発も雇用や発注などを通じ
地域経済に貢献している。

市長答弁　

６月議会の論戦
質問全文

物価高騰から市民のくらし守れ

　医療・介護は物価高を価格転嫁
できず経営が危機的。国に報酬の
改善を強く求めるべき。

　市は地区公民館へ運営委託費の４/５を支払ってい
るというが、運営が厳しいというお声もあり、地元
負担などの実態がどうなっているかわからない。精
査をすべきではないか。

　多くの国保の方が、7/31で保険証が失効す
る。国保の資格確認書の一斉交付を求める。
マイナ保険証の利用率も低く、保険証の
有効期限が切れて受診控えによる救急搬送
も発生しているからだ。国も、交付の判断は
自治体だとしている。

広田　資格確認書一斉交付を！

　被災者の医療費・介護利用料の負担免除を６
月末で打ち切らず、延長するよう強く求める。
※富山県や福井県の被災地は継続しているの
に、石川県だけ打ち切った。

　制度上、報酬改定が即時に反映されにく
い。全国市長会を通じて国に要望中。

広田　報酬の引き上げを! 市長答弁　

広田　被災者支援打ち切らないで! 市長答弁　

　本市は国の財政支援対象外であり、
能登の他市町も延長していない。県を
通じて国に要望している。

市長答弁　

　法律上、必要な人のみに交付す
る立場で一斉交付はしない。マイ
ナ保険証は便利であり、周知・相
談体制を整える。

広田　公民館運営費の見直しを！

広田　市が責任をもつべき！

教育長　

　精査についてはしっかりやっ
ていきたい。

　材木消防分団の小屋は用水路上にあり、現地
建替えできないが、なぜ当時はできたのか。
不適格な場所にあるのだから、市が責任をもっ
て移転整備すべきではないか。

　昭和48年に地元建設委員会が建築
し、本市に寄附したが、どうして着手
することができたかまでは把握してな
い。本市でこの建物の確認をしている
が、建設当時の基準には適っていた。

消防長　

金沢方式は見直しを！

医療・介護支援について
質問全文

その後 国は、来
年の３⽉

まで 

期限切れ
の保険証

も使える
ことに

すると通
知！ 


